
●
シ
リ
ー
ズ
●
わ
が
町
の
文
化
財<

72>
 

 世
羅
町
天
然
記
念
物 

龍
ノ
口
奇
岩
群 

平
成
９
年
５
月
22

日
指
定 

 

県
道
中
安
田
三
和
線
の
世
羅
町
上
津
田
か
ら
三
次
市
三
和
町
へ
の
町
境

付
近
を
「
龍
（
辰
）
ノ
口
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
県
道
か
ら
す
ぐ
頭
上

に
龍
が
大
き
く
天
に
向
か
っ
て
口
を
開
け
た
よ
う
な
巨
岩
群
が

重

畳

ち
ょ
う
じ
ょ
う

と
横
た
わ
っ
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
。
こ
の
一
帯
は
か
つ
て
奥
谷
川
の
渓

流
沿
い
の
往
還

お
う
か
ん

（
道
）
の
難
所
で
、
ま
た
、
多
く
の
伝
説
が
あ
る
地
で
も

あ
り
ま
す
。
小
字
地
名
の
「
鐘
紡
山
」
と
「
龍
（
辰
）
ノ
口
」
の
中
間
点

に
所
在
し
て
い
ま
す
。 

 

『
藝
藩
通

げ
い
は
ん
つ
う

志 し

』
や
『
世
羅
郡
誌
』
に
も
「
名
勝
」
の
部
に
「
龍
ノ
口
」

が
あ
り
『
奇
岩
龍
口
に
似
た
り
依
っ
て
名
と
な
す
。
付
近
に
古
塚
あ
り
。』

と
あ
り
、
付
近
に
は
屏
風
の
よ
う
に
並
ん
だ
岩
な
ど
自
然
が
作
っ
た
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
の
奇 

石
怪
岩
群
が
み
ら
れ 

ま
す
。 

 

県
道
の
す
ぐ
下
に
は 

「
水
神
さ
ん
」
の
祠
が 

あ
り
旱
魃

か
ん
ば
つ

の
年
に
は 

「
雨
乞
い
」
の
祭
事
が 

行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

 

●
シ
リ
ー
ズ
●
わ
が
町
の
文
化
財<
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世
羅
町
重
要
文
化
財 

木
造
仁
王
像
立
像 

昭
和
44

年
11

月
20

日
指
定 

 
 
 

 

下
津
屋
十
二
坊
は
中
世
大
田
庄
の
地 じ

頭 と
う

（
庄
園
を
管
理
す
る
鎌
倉
幕
府

方
の
役
人
）
で
あ
っ
た
、
橘
氏
の
氏
寺
関
係
の
寺
院
と
し
て
栄
え
、
橘
氏

追
放
後
は
三
善
氏
関
係
の
寺
と
し
て
栄
え
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
場

所
で
す
。
仁
王
像
は
寄
木
造
り
で
出
雲
神
社
の
参
道
入
り
口
に
立
っ
て
い

ま
す
。
明
徳
３
年
（
一
三
九
二
）
の
「
山
名
藤
公
為
御
意
伊
尾
村
山
大
境

ふ
み
申
事
」（
伊
尾
・『
門
藤
家
文
書
』）
に
付
属
す
る
絵
図
に
「
二
王
門
」

と
あ
り
，
初
代
仁
王
像
の
造
像
時
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
仁
王
門 

は
文
化
15
年
（
一 

八
一
八
）
の
建
物 

で
、
仁
王
像
は
像 

高
2.55
ｍ
あ
り
、
木 

造
寄
木
造
、

玉
ぎ
ょ
く 

眼 が
ん

彩
色

さ
い
し
き

の
も
の
で 

す
。
造
像
の
時
期 

は
江
戸
時
代
中
期 

頃
と
推
定
さ
れ
て 

い
ま
す
。 

   

向かって右側が阿
あ

形
ぎょう

像，左側が吽
うん

形
ぎょう

像 


